
No.２ 

市ウェブサイト 

  

  

 

 

 

 

 

 

令和８年６月９日(火)、宇部市役所において、標記推進協議会

を開催しました。本会は、中学校区の学校運営協議会の代表者

12 名と、小・中学校の代表校長 4 名で組織され、コミュニテ

ィ・スクールの取組の充実に向けて協議を行っています。 

今回は「児童生徒が協働活動に主体的に参画できるようにす

るためには」をテーマにグループ協議を行いました。以下に意見を紹介します。 

今回の協議で “児童生徒の参画”に向けて子どもたちが積極的に関わることができるよ

うな『仕組み』と『仕掛け』づくりが大切であるということを確認することができました。 

子どもたちが、地域学校協働活動を通して信頼できる大人と関わりをもち、多様な経験を

積むことは、自己肯定感や他人を思いやる心など、豊かな心の育成つながります。また、地

域の方々に支えられ学んでいくことで、地域への愛着も深まります。   

学校・地域は、子どもたちが「地域の創り手」として主体的に地域づくりに “参画”で

きるよう、上記の内容を参考に、各地域・学校の実態に応じて具体的な活動を考えていただ

きたいと思います。『やまぐち PRIDE』の醸成に向けて、児童生徒の協働活動への参画が進

むことを期待しています。 
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令和８年度 第１回宇部市コミュニティ・スクール推進協議会について（報告）   

令和８年度 

【取組例】 

○地域の祭り等の行事へ企画段階から参画し、当日の運営も行った。 

○地域団体と一緒に河川等身近な場所の清掃を行った。 

○企業と小・中・高が連携してお菓子の商品開発を行った。 

○学校と地域が連携して自主防災訓練（研修・避難活動）を行った。 

○熟議を行い、子どもの意見を取り入れて具体的な活動を行った。 

【課題・注意点】 

○子どもが考えるということが大切。子どもたちは自分が考えたことは本気で取り組む。 

○行事の企画段階から思い切って任せてみることが大事。（やる気・興味を示す子どもを中心に）  

○子どもたちに任せっきりにしない。地域の支援も必要。 

○行事の目的・目標を明確にし、子どもたちに具体的なテーマ・課題を示すことが大切。 

○取組の始めは大人の後押しも必要。成功体験を重ねることが次の参画につながる。 

○子どもと大人が直接話し合う場をもつ（熟議を行う）ことが重要。 

○生徒が主体的に参画できる動機付けをし、仕組みを作る。 

○子どもたちが“参画”する目的や意義を関係者で共有する。 

○参観日を広く地域に発信し、多くの地域の人に学校に来てもらう。（コミスクの理解浸透） 

宇部市教育委員会社会教育課 コミュニティスクール推進係 

Tel ０８３６－３７－２７８０  E-mail：ed-shakai@city.ube.yamaguchi.jp 


